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９日(水) 吉崎 久 市議
１０日(木) 中島祐子・井田佳代子 議員が
１１日(金) 搗頭久美子議員が 質問をします。

住民が主人公の市政をめざす

日本共産党綾部市会議員団ニュース

「コロナ禍」“第３波”と言われる１２月の議会が、１１月３０日に開会されました。議会論戦は、１２月９日か
ら始まる一般質問です。日本共産党議員団は４人全員が質問に立ちます。この１２月議会では、民政会５人。創政会
３人。公明党１人。心友会１人の１４人が質問が行われます。９日の質問は後日「ＦＭいかる」で放送されます。

吉 崎 久 ……９日(水) ３番目
コロナ感染拡大と地域経済
○コロナ感染(第３波)のもと、「医療崩壊」をさせない
ために
・ 全国的な病床使用率、重症者病床使用率は
・ 市立病院での前年比、入院・外来の収入減は。減
収補填は

・ 高齢者施設などでの「社会的検査」の実施を国の
責任で行うよう求めること

・ 保健所機能を強化し、接触追求調査担当者(トレ
ーサー)の確保を求めること

・緊急経済対策会議で出された商工会議所でのアン
ケートから見えてくる現状は

・この間実施されてきた各種支援策の状況とその効
果は。同時にその検証が必要では

・各種支援対策事業の継続・延長が必要では
・雇用状況は。とくに非正規で働く方の状況掌握は

・ 税・国保料の減免申請、啓発強化。消費税の納税
猶予制度は

農業振興
○ 有害鳥獣防止対策の強化を求める

・ クマ被害について、目撃情報による現状や具体的
な被害状況、人的被害は

・ 対応策として個体数調査は。また、対応策の研究
や先進事例などは

・ シカ・イノシシ・サル等の被害状況と捕獲状況は

・ 防除柵などの設置で被害は減少したが、経年劣化
で被害の再拡大に対して、対応策が必要では

環境保全
○ 放置された養鶏場への対応と喜楽鉱業株式会社の操
業開始に当たっての対応は

・ 於与岐町の養鶏場をこの状態で放置して問題はな
いと見ているのか

・ 地元の方はこの現状を知っておられるのか

・ 大量の鶏糞が放置されており、その他資材も放置
状態。管財人との協議はどのようになっているの
か

・ 喜楽鉱業株式会社の操業開始予定は
・環境保全協定と本格稼働後の環境アセスメントは
どうか
・ 飲料水等の確保は

中島 祐子 … １０日(木) ２番目
農業

・ 種子法廃止、種苗法改定の市内農家への影響と対
策について

・ 市内の環境保全型農業、有機農業の現状と市とし
ての方針は

・ コウノトリなど生態系保全の視点から環境保全型

農業、有機農業の推進を
学校
○ 子ども達の健康を守り、地域農業をけん引する学校
給食を
・ 学校給食における市内産農産物の活用状況
・ 市内農産物活用のさらなる拡大に向けた地理組を

井田佳代子 … １０日(木) ４番目
福祉
○ 福祉施設のクラスター発生の抑制を

・ 福祉施設（高齢者・障害）での発生抑制の手段は

・ 介護福祉施設へ入所される方の検査は優先項目
になると考えるがどうか

・ ＰＣＲ検査陽性者の家族のうち高齢者や障害の
ある人が陰性の場合の対応は

○ 介護職員不足の解消について考えを聞く

・ 市内介護職の求人倍率は

・ 職員不足による介護サービス提供の影響は

・ ベテランの介護職員が定年を迎え世代交代ができ
ないという声が上がっているが実態は

防災
○ 避難所のコロナ感染防止対策

・ コロナ濃厚接触、待機状態の方に避難できる場所
の確保の考えは

・ 避難所受付で必要時に検査をする考えは
・ コロナ禍のもとでの感染防止を含めた避難所運営
について

搗頭久美子 … １１日(金)１番目
高齢者福祉
○ コロナ禍での次期高齢者保健福祉計画は、介護保
険料引下げなどの負担軽減と安心して暮らせる計画
へ

・ コロナ禍の計画策定は、介護保険料引下げ等の負
担軽減を

・ 計画の趣旨である「地域包括ケア」の考え方は
医療
○ 医療体制が脆弱な地方（北部）で新型コロナ感染拡
大を防ぐ手立てを

・ 北部の感染者入院病床の確保状況は

・ 市内の発熱外来設置状況と周知は

・ 医療体制の確保について

・ 流行初期に迷わず面的な検査実施を
下水
○ 水害時の下水終末地域の汚水
逆流防止策を

・ 原因と対策について
・ 解決策とその計画は


